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件  名 
みんなで考えよう「有田

あ り だ

海南
かいなん

道路」
※ 

  

   ～有田海南道路について皆さんのご意見を 

           お聞きするアンケート調査を実施します。～ 

※｢有田海南道路｣の名称は、あくまで仮称であって、正式に決まったものではありません

 

  

 

概  要 

○一般国道４２号（有田市～海南市）交通渋滞対策協議会において検討を

進めております『国道42号の有田市～海南市間の新設道路(有田海南道

路)』について、この度、沿線の有田市、海南市の住民の皆さんの意見

を把握し、今後の計画検討に反映させるため、アンケート調査を行うこ

ととしました。 

○アンケート調査は、平成１８年１１月３０日(木)から行います。 

 

 

   

 

取り扱い 

 

 

 

配布場所 

和歌山県政記者クラブ 

和歌山県地方新聞記者クラブ 

和歌山県政放送記者クラブ 

 

 

問合せ先 

一般国道４２号（有田市～海南市）交通渋滞対策協議会 事務局 

国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所 

 副 所 長 浜野 利彦 

調査第二課長 中尾  勝  TEL:073-424-2471（内線205、451）



 

 

 

 

 

○和歌山河川国道事務所、和歌山県、和歌山県警察本部、有田市、海南市の

関係行政機関で構成された「一般国道 42 号(有田市～海南市)交通渋滞対

策協議会」において検討を進めている国道 42 号の有田市～海南市間の新

設道路(有田海南道路）について、この度、沿線の有田市、海南市の住民

の皆さんの意見を把握し、今後の計画検討に反映させるため、アンケート

調査を行うこととしました。 

○アンケート調査では、『有田海南道路』の概ねのルートを図で示し(別添図

参照)、幅広く住民の意見を伺います。 

 

【アンケート調査の内容】 

 ○ 目  的：『有田海南道路の計画の必要性』や『概ねのルート』等につ

いて、沿線住民の皆さん(有田市、海南市)の意見を把握し、

今後の計画検討に反映させるため  

  

○ 実施時期：(アンケート票配布)平成 18 年 11 月 30 日(木)から 

       (アンケート票回収)平成 18 年 12 月末まで 

  

○ 対象範囲：沿線の有田市、海南市の全世帯を対象(約 32,000 世帯) 

        (内訳)有田市 約 11,000 世帯 

           海南市 約 21,000 世帯 

 

 ○ 主な内容：『有田海南道路』の概ねのルートを図で示し（別添図参照）、

幅広く意見を伺う。 

(アンケートの主な内容) 

・有田海南道路の整備による効果について 

・概ねのルートについて 

・今後さらに検討を進めていくにあたっての配慮事項について 

みんなで考えよう「有田
あ り だ

海南
かいなん

道路」
※ 

  

～有田海南道路について、皆さんのご意見をお聞きするアンケート調査を実施します～ 

※ ｢有田海南道路｣の名称は、あくまで仮称であって、正式に決まったものではありません 



「有田海南道路」の概ねのルート(帯)案 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添図 
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道路の検討状況 

（１）これまでの検討内容 

 ○国道 42 号のうち、有田市～海南市間は、特に朝の通勤時には有田市や海

南市南西部（旧下津町）から和歌山市方面に向かう車が集中することに

より交通渋滞が発生しています。 

○このため、平成 8 年 5 月に、和歌山河川国道事務所、和歌山県、和歌山

県警察本部、有田市、海南市の関係行政機関で構成された「一般国道 42

号(有田市～海南市)交通渋滞対策協議会」を設け、平成 18 年 11 月まで

の間に、13 回の会議を開催し、国道 42 号の新設道路(有田海南道路)に限

らず、短期的な対策やソフト施策など、幅広く国道 42 号の渋滞対策の検

討を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在、有田海南道路については、ルートや道路構造の検討に必要となる

環境情報を得るための現地での動植物調査(平成 18 年２月着手)を実施

しながら、有田市や海南市南西部(旧下津町)の人家（建物）の集積状況

を踏まえつつ、和歌山市方面に向かう交通に対して十分機能発揮できる

ルートやその道路構造について検討を行っています。 

 

（２）今後の検討内容 

    今回のアンケート調査によって、沿線住民の皆さん(有田市、海南市)の

ご意見をお聞きし、ルート・構造の確定に向け、アンケートから得られた

意見や現在実施している動植物調査の結果等を踏まえつつ、さらに検討を

進める予定です。 

参 考 

[参考]これまでに実施した短期的な対策、ソフト施策 

①短期的な対策 

 ・小南交差点の改良(平成８年度) 

 ・里交差点の改良(平成 12 年度) 

②ソフト施策 

 ・交通需要マネジメント(ＴＤＭ)社会実験(平成 11 年度) 

 ・海南湯浅道路の通行料金割引社会実験(平成 16 年度) 


